
ホ ー ム ペ ー ジ 技 術 レ ポ ー ト 号NOW KOJIMA 2 0 0 3 . 4 . 3 02 0 0 3 . 4 . 3 02 0 0 3 . 4 . 3 02 0 0 3 . 4 . 3 0

h t t p : / / w ww . k o j i m a - c o r e . c o . j p / r e p o r t . h t m l最 新 版
h t t p : / / w ww . k o j i m a - c o r e . c o . j p / b a c k n um b e r . h t m lバ ッ ク ナ ン バ ー
e -m a i l k o j i m a@ k o j i m a - c o r e . c o . j p

近 年 、 集 合 住 宅 の 静 け さ に 対 す る 要 求 が 高 ま っ て き て お り 、 排 水 立 て 管 か ら の 排
水 騒 音 や 床 ス ラ ブ 貫 通 部 か ら の 固 体 伝 搬 音 の 低 減 対 策 が 求 め ら れ て い ま す 。 排 水 立
て 管 基 部 に 設 置 さ れ 、 排 水 が 鉛 直 方 向 か ら 水 平 方 向 に 方 向 転 換 す る 脚 部 継 手 部 で
は 、 排 水 の み な ら ず 汚 物 の 衝 突 な ど に よ る 振 動 低 減 対 策 が 課 題 と な り ま す 。 特 に 脚
部 継 手 を 天 井 に 吊 り 下 げ 施 工 す る 場 合 は 、 吊 り ハ ン ガ ー （ 防 振 タ イ プ ） を 使 用 す る な
ど 、 直 接 振 動 が ス ラ ブ に 伝 搬 し な い 対 策 が 必 要 と な り ま す 。

こ の た び 当 社 製 、 脚 部 継 手 吊 り 下 げ 施 工 治 具 を 防 振 タ イ プ に 設 計 変 更 す る こ とLE J
に し ま し た 。 を 使 用 し 従 来 通 り 脚 部 継 手 を 吊 り 下 げ 施 工 し て い た だ く だ け で 、 吊 りL E J
ハ ン ガ ー (防 振 タ イ プ )を 使 用 し た 場 合 と ほ ぼ 同 等 の 防 振 効 果 が 得 ら れ ま す 。 設 計 変
更 後 の の 仕 様 お よ び 当 社 実 験 タ ワ ー で の 実 験 結 果 を 報 告 し ま す 。LE J

● Ｌ Ｅ Ｊ 防 振 タ イ プ● Ｌ Ｅ Ｊ 防 振 タ イ プ● Ｌ Ｅ Ｊ 防 振 タ イ プ● Ｌ Ｅ Ｊ 防 振 タ イ プ
● 製 品 写 真 ● 振 動 加 速 度 レ ベ ル の 比 較

・ 実 験 条 件
実 験 負 荷 定 流 量 ： [ ]2 0 0 l /m i n

(≒ [ ] )3 . 3 3 l / s
振 動 ２ カ 所

ピ ッ ク ア ッ プ （ 下 図 参 照 ）

※ 立 て 管 及 び 横 主 管
の 支 持 に は 、 防 振
対 策 が 施 し て あ り
ま す 。

● 施 工 例
Ｌ Ｅ Ｊ 防 振 タ イ プ （ 新 型 ）

吊 り ハ ン ガ ー 防 振 タ イ プ

! !● 付 加 価 値 を ｕ ｐ し 、 価 格 は 据 置
防 振 タ イ プ に 設 計 変 更 後 も 価 格 は 据 置 で す 。防 振 タ イ プ に 設 計 変 更 後 も 価 格 は 据 置 で す 。防 振 タ イ プ に 設 計 変 更 後 も 価 格 は 据 置 で す 。防 振 タ イ プ に 設 計 変 更 後 も 価 格 は 据 置 で す 。


